
平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

<7> <2-1--> <101>
年度 会計 区分 所属

25 国民健康保険事業特別会計

継続
事業
名 療養諸費給付事業

<2013>

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業
区分

区分名

事業の目的

国民健康保険被保険者が安心して疾病・負傷により医療行為を
受けられ、適切に保険給付を行うことを目的とする。

款 2

目

区分 №

項 1 療養諸費

保険給付費

細
目

分担金

使用料

市　債

当初予算額

根拠条例等 国民健康保険法　宇陀市国民健康保険条例

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）国保連合会からの請求に基づき、国保被保険者の入院、入院外、調剤、
歯科、食事療養等に係る費用から一部負担金を除いた概ね７割を療養給
付費として支払うとともに、その審査支払いに係る手数料を支払う。また、
柔道整復施術、補装具等の購入に係る費用の一部を支給する。

・一般被保険者療養給付費・・・・２，２７８，５００千円
・一般被保険者療養費・・・・３０，００８千円
・退職被保険者等療養給付費・・・２６２，５００千円
・退職被保険者等療養費・・・・３，５００千円
・審査支払手数料・・・・・８，２０４千円

国　費 519,601

県　費 105,087

事業の成果

医療費のうち概ね７割を保険給付として保険者が負担することに
より、国民健康保険加入者が安心して医療を受けられるように
なった。 その他 1,459,724

一般財源 498,300

H25予算額 2,582,712

Ｈ24
2,524,750

Ｈ24
2,524,750現計予算額

特定財源の状況

増減額 57,962

療養給付費等負担金（国）
　　３７３，６４６千円
財政調整交付金（国）
　　１４５，９５５千円
財政調整交付金（県）
　　１０５，０８７千円
前期高齢者交付金（支払基金）
　　１，１２４，５５５千円
療養給付費等交付金（支払基金）
　　２４２，７５１千円
一般会計繰入金（保険基盤安定分）
　　８８，７６５千円
諸収入等（第三者納付金等）
　　３，６５３千円

従事職員数【人工】 0.88

総事業費：人件費含む （千円） 2,517,423 2,574,983

人件費 （人工×8,000千円） 7,040 7,040

単
位

事 業 の コ ス ト 平成23年度（実績） 平成24年度（見込）

0.88

決算額又は決算見込額 （千円） 2,510,383 2,567,943

人 10,962
単
位

活動指標名 被保険者数

活動指標の算式 －

　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 229,671 234,901

事業の
目　標

備考

国民健康保険制度は医療保険制度の最後の砦であり、誰もが安
心して医療が受けられ、健康でいきいきとした社会の実現をめざ
す。

活動指標の実績 10,961

Ａ

Ｂ

Ａ－Ｂ

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４（見込）
一般 10,189 9,946 9,904
退職 869 1,015 1,058
計 11,058 10,961 10,962
一般療養給付費 221,666 225,611 227,383

一般療養費 3,422 2,832 3,071

退職療養給付費 222,698 229,417 242,715

退職療養費 3,182 3,411 3,119

被
保
数

の
給
付
費
等

一
人
あ
た
り
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平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

<7> <2-2--> <101>
年度 会計 区分 所属

25 国民健康保険事業特別会計

継続
事業
名 高額療養費支払事業

<2013>

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業
区分

区分名

事業の目的

国民健康保険の加入者が高額な医療費を支払った場合に、その
経済的負担を軽減するために負担限度額を超えた金額を支払
う。 款 2

目

区分 №

項 2 高額療養費

保険給付費

細
目

分担金

使用料

市　債

当初予算額

根拠条例等 国民健康保険法

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）高額療養費は、高額医療に該当した国保加入者に対して通知し、申請が
あった者に対して一月の負担限度額を超えて支払った金額を支給する。
また、高額介護合算療養費は、介護給付を受けている方が介護と医療で
年間負担限度額を超えた場合に支給するもので、国保連合会からの対
象者リストに基づき通知し、申請のあった者に支払う。

・一般高額療養費・・300,370千円　・一般介護合算療養費・・・301千円
・退職高額療養費・・40,005千円　　・退職介護合算療養費・・・41千円 国　費 67,676

県　費 13,687

事業の成果

高額療養費は、高額な自己負担を軽減するもので、加入者が安
心して医療にかかれるように支援することによって、早期検査治
療をしやすくするもので、重症化する前の治療によって将来的な
医療費の抑制に繋げられる。

その他 255,765

一般財源 3,589

H25予算額 340,717

Ｈ24
335,421

Ｈ24
335,421現計予算額

特定財源の状況

増減額 5,296

療養給付貴等負担金（国）
　　４８，６６６千円
財政調整交付金（国）
　　１９，０１０円
財政調整交付金（県）
　　１３，６８７千円
前期高齢者交付金（支払基金）
　　４４，７４４千円
療養給付費等交付金（支払基金）
　　３６，５４３千円
共同事業交付金（国保連）
　　１６２，９１８千円
一般会計繰入金
　　１１，５６０千円

従事職員数【人工】 0.85

総事業費：人件費含む （千円） 328,520 329,155

人件費 （人工×8,000千円） 6,800 6,800

単
位

事 業 の コ ス ト 平成23年度（実績） 平成24年度（見込）

0.85

決算額又は決算見込額 （千円） 321,720 322,355

人 10,962
単
位

活動指標名 被保険者数

活動指標の算式 －

　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 29,972 30,027

事業の
目　標

備考

活動指標の実績 10,961

Ａ

Ｂ

Ａ－Ｂ

○１人あたりの高額療養費（介護合算分込み）
Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４（見込）

一般被保険者分 28,756 29,113 29,446
退職被保険者分 27,318 31,688 33,413

－209－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

備考

　

単位当たりコスト　　　　（円） 1,441 1,521

事業の
目　標

一般会計繰入金
　　９，５２０千円

0.14

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標の算式 －

活動指標の実績 10,961
単
位

人 10,962
単
位

人

総事業費：人件費含む （千円） 15,798 16,671

活動指標名 被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 14,678 15,551

従事職員数【人工】 0.14

1,120 1,120

増減額 ▲ 1,263

事 業 の コ ス ト 平成23年度（実績） 平成24年度（見込） 特定財源の状況

事業の成果

出産時の多額の経済負担を助成することで安心して産める環境
づくりが出来た。

○支払件数
　平成２２年度・・・・３３件
　平成２３年度・・・・３４件
　平成２４年度見込み・・・３７件 14,288

当初予算額
Ｈ24

15,551現計予算額

Ｈ24
15,551

H25予算額

県　費

市　債

一般財源 4,768

その他 9,520

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）国保世帯主からの申請に基づき、１児につき４２万円（産科医療
保障制度加算対象出産でない場合は、３９万円）を、直接支払制
度利用者分は国保連合会に（併せて審査支払手数料を支払う）、
直接支払制度未利用者分または直接支払制度利用者のうち出
産費用が４２万円（産科医療保障制度加算対象出産でない場合
は３９万円）に満たなかった分（差額分）を申請者に支払う。

・出産育児一時金　　14,280千円　(42万円×34人)
・出産育児一時金支払手数料　8千円　（＠210円×34人）

分担金

使用料

国　費

根拠条例等 国民健康保険法　　宇陀市国民健康保険条例

細
目

事業の目的

国民健康保険被保険者の出産に際し、その費用の一部を助成す
ることで経済的負担を軽減する。

項 4

目

出産育児諸費

款 2 保険給付費

区分 № 区分名

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 出産育児諸費支払事業

25 国民健康保険事業特別会計

<2013> <7> <2-4--> <101>
年度 会計 区分 所属

Ａ

Ｂ

Ａ－

－210－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

備考

　

単位当たりコスト　　　　（円） 483 456

事業の
目　標

0.38

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標の算式 －

活動指標の実績 10,961
単
位

人 10,962
単
位

人

総事業費：人件費含む （千円） 5,290 5,000

活動指標名 被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 2,250 1,960

従事職員数【人工】 0.38

3,040 3,040

増減額 360

事 業 の コ ス ト 平成23年度（実績） 平成24年度（見込） 特定財源の状況

事業の成果

○葬祭費支払件数
　平成２２年度　　　　６４件
　平成２３年度　　　　７５件
　平成２４年度見込　６５件

2,520

当初予算額
Ｈ24

2,160現計予算額

Ｈ24
2,160

H25予算額

県　費

市　債

一般財源 2,520

その他

総合計画

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）国民健康保険被保険者の方が死亡した場合、申請によって葬儀
をおこなった方に葬祭費として３万円を支給する。

＠３０，０００円×７人×１２月＝２，５２０，０００円
分担金

使用料

国　費

根拠条例等 国民健康保険法　　宇陀市国民健康保険条例

細
目

事業の目的

国民健康保険被保険者が死亡した場合に葬祭費を支給すること
で、葬儀を執り行った方の費用軽減を図る。

項 5

目

葬祭諸費

款 2 保険給付費

区分 № 区分名

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 葬祭費支払事業

25 国民健康保険事業特別会計

<2013> <7> <2-5--> <101>
年度 会計 区分 所属

Ａ

Ｂ

Ａ－

－211－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

を

備考

　

単位当たりコスト　　　　（円） 44,275 48,823

事業の
目　標

療養給付費等負担金（国）
　　１５４，９８９千円
財政調整交付金（国）
　　６７，８０８千円
財政調整交付金（県）
　　４３，５９１千円
療養給付費等交付金（支払基金）
　　６０，０００千円
一般会計繰入金（保険基盤安定分）
　　３２，３１２千円

0.02

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標の算式 －

活動指標の実績 10,961
単
位

人 10,962
単
位

人

総事業費：人件費含む （千円） 485,294 535,201

活動指標名 被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 485,134 535,041

従事職員数【人工】 0.02

160 160

増減額 25,755

事 業 の コ ス ト 平成23年度（実績） 平成24年度（見込） 特定財源の状況

事業の成果

後期高齢者医療制度に財政的支援をすることで、後期高齢者医
療制度の継続的な運営に寄与している。

■支出状況
　平成２２年度　　　　435,794千円（支援金）　＋　58千円（事務費）
　平成２３年度　　　　485,086千円（支援金）　＋　48千円（事務費）
　平成２４年度見込　535,000千円（支援金）　＋　41千円（事務費） 560,539

当初予算額
Ｈ24

534,784現計予算額

Ｈ24
534,784

H25予算額

県　費 43,591

市　債

一般財源 201,839

その他 92,312

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）７５歳以上の方を対象とした後期高齢者医療制度においては、医療給付
費のうち、約１０％を後期高齢者の方の保険料で賄い、残りの１／２を現
役世代の保険者が社会保険診療報酬支払基金を通じて、それぞれの被
保険者数に応じて負担する。なお、基金への支払額はその年度の概算額
に前々年度の精算額を加えて支払う。また、支援金の支払事務処理に関
する費用も併せて支払基金に支払う。

・２５年度支援額＝２５年度概算額＋２３年度精算額＝569,996,482円－
9,498,626円＝560.498千円
　・２５年度事務費　　　41千円

分担金

使用料

国　費 222,797

根拠条例等 国民健康保険法　　高齢者の医療の確保に関する法律

細
目

事業の目的

国民健康保険など現役世代の保険者が一定の財政支援をして
後期高齢者医療制度の安定的な運営を図る。

項 1

目

後期高齢者支援金等

款 3 後期高齢者支援金等

区分 № 区分名

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 後期高齢者支援金事業

25 国民健康保険事業特別会計

<2013> <7> <3-1--> <101>
年度 会計 区分 所属

Ａ

Ｂ

Ａ－

－212－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

を

備考

　

単位当たりコスト　　　　（円） 50,112 55,863

事業の
目　標

療養給付費等負担金（国）
　　８０，１３８千円
財政調整交付金（国）
　　４０，０６９千円
財政調整交付金（県）
　　２２，５３９千円
一般会計繰入金（保険基盤安定分）
　　１２，０４６千円

0.02

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標の算式 －

活動指標の実績 4,374
単
位

人 4,290
単
位

人

総事業費：人件費含む （千円） 219,189 239,651

活動指標名 介護第２号被保険者

決算額又は決算見込額 （千円） 219,029 239,491

従事職員数【人工】 0.02

160 160

増減額 6,484

事 業 の コ ス ト 平成23年度（実績） 平成24年度（見込） 特定財源の状況

事業の成果

■支出状況
　平成２２年度　　　　202,214,304円
　平成２３年度　　　　219,028,439円
　平成２４年度見込　239,490,916円

256,457

当初予算額
Ｈ24

249,973現計予算額

Ｈ24
249,973

H25予算額

県　費 22,539

市　債

一般財源 101,665

その他 12,046

総合計画 基本計画　第２章　第2節　地域医療体制の充実

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）国民健康保険被保険者で介護保険第２号被保険者（４０歳～６４歳）に係
る保険料分として社会保険診療報酬支払基金へ毎月拠出金を納付する。
なお、本納付金は、国民健康保険税に加え、国・県支出金等を財源として
いる。
◆２５年度納付額＝２５年度概算額＋２３年度精算額＝
　259,199,800円－742,938円＝258,456,862円

分担金

使用料

国　費 120,207

根拠条例等 国民健康保険法　　介護保険法

細
目

事業の目的

国保加入で介護保険第２号被保険者に係る介護納付金を社会保
険診療報酬支払基金に支払うことで、介護保険制度の安定的な
運営と社会保障制度の維持を図る。

項 1

目

介護納付金

款 6 介護納付金

区分 № 区分名

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 介護納付金

25 国民健康保険事業特別会計

<2013> <7> <6-1--> <101>
年度 会計 区分 所属

Ａ

Ｂ

Ａ－

－213－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

を

備考

　

単位当たりコスト　　　　（円） 45,061 50,513

事業の
目　標

高額医療費共同事業負担金（国）
　　２９，４８３千円

高額医療費共同事業負担金（県）
　　２９，４８３千円

高額医療費共同事業交付金（国保連）
　　３３，８９４千円

保険財政共同安定化事業交付金
　　　　　　　　　　　（国保連）
　　３１３，１８８千円
一般会計繰入金
　　２千円

0.07

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標の算式 －

活動指標の実績 9,946
単
位

人 9,904
単
位

人

総事業費：人件費含む （千円） 448,176 500,279

活動指標名 一般被保険者

決算額又は決算見込額 （千円） 447,616 499,719

従事職員数【人工】 0.07

560 560

増減額 ▲ 34,587

事 業 の コ ス ト 平成23年度（実績） 平成24年度（見込） 特定財源の状況

事業の成果 500,197

当初予算額
Ｈ24

534,784現計予算額

Ｈ24
534,784

H25予算額

県　費 29,483

市　債

一般財源 94,147

その他 347,084

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）拠出金には１件８０万以上の医療費に対応する高額医療共同事業拠出金
と２０万以上８０万円までの医療費に対応する保険財政共同安定化事業
拠出金がある。また、退職被保険者なのに一般被保険者となっている方
に保険証変更手続きを案内するたるに、国保連合会に「年金受給者リス
ト」の打ち出し費用を支払っている。
　・高額医療費共同事業拠出金　　　　117,934千円
　・保険財政共同安定化事業拠出金　382,261千円
　・その他の共同事業　　　　　　　　　　　　　　 2千円

分担金

使用料

国　費 29,483

根拠条例等 国民健康保険法　

細
目

事業の目的

高額な医療費の発生が市町村国保財政に与える影響を緩和し、
市町村間の財政の平準化、保険財政の安定化を図るため、県内
市町村が一定の割合により国保連合会へ拠出し合い、高額な医
療費が発生した市町村に一定の割合で交付される再保険制度で
ある。 項 1

目

共同事業拠出金

款 7 共同事業拠出金

区分 № 区分名

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 共同事業拠出金

25 国民健康保険事業特別会計

<2013> <7> <7-1--> <101>
年度 会計 区分 所属

Ａ

Ｂ

Ａ－

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４（見込）
高額共同事業拠出金 76,331,399 94,442,807 112,691,038
保険財政共同事業拠出金 344,748,844 353,170,724 387,025,369
高額拠出金国庫負担金 19,077,481 23,610,701 28,172,759
高額拠出金県負担金 19,077,481 23,610,701 28,172,759
高額共同事業交付金 97,602,120 96,126,352 82,185,074
保険財政共同事業交付金 365,729,194 363,333,516 384,752,698

歳入

歳出
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平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

を

備考

医療費の抑制・適正化を図るとともに、生活習慣病の予防と健康
で明るい社会を実現する。

　

単位当たりコスト　　　　（円） 1,727 1,655

事業の
目　標

特別調整交付金（国）
　　２４１千円

特別調整交付金（県）
　　９，１１０千円

0.85

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標の算式 －

活動指標の実績 10,961
単
位

人 10,962
単
位

人

総事業費：人件費含む （千円） 18,927 18,144

活動指標名 被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 12,127 11,344

従事職員数【人工】 0.85

6,800 6,800

増減額 ▲ 517,832

事 業 の コ ス ト 平成23年度（実績） 平成24年度（見込） 特定財源の状況

事業の成果 16,952

当初予算額
Ｈ24

534,784現計予算額

Ｈ24
534,784

H25予算額

県　費 9,110

市　債

一般財源 7,601

その他

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）◆２５年度の主な事業
・人間ドック・脳ドック助成事業　４，９４１千円
・ジェネリック差額通知・ジェネリック希望カード作成　　２４２千円
・レセプト点検　　２，５３５千円
・医療費通知　　２，８２３千円
・医療費分析委託事業　３，４００千円
・健康ウォーキング大会　１６０千円
・運動教室の実施　　１，４６５千円
・運動機器設置（リース）　　４２９千円

分担金

使用料

国　費 241

根拠条例等 宇陀市人間ドック・脳ドツク助成要綱

細
目

事業の目的

病気の早期発見・早期治療や医療レセプトの再点検、また、運動
習慣を身につけることで、健康保持、医療費の適正化、削減を図
り、健全な国保事業運営に資することを目的とする。

項 1

目

保健事業費

款 8 保健事業費

区分 № 区分名

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 保健事業費

25 国民健康保険事業特別会計

<2013> <7> <8-1--> <101>
年度 会計 区分 所属

Ａ

Ｂ

Ａ－

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４（見込）
96 148 150
65 72 75

26,089 28,885 29,000
186 140 219健康ウォーキング参加者数

人間ドック受診者数
脳ドック受診者数
医療費通知件数

－215－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

備考

筋力アップを図ることで、生活習慣病と介護予防を図ることを目指
す。

活動指標の実績

活動指標名

活動指標の算式

<予算案のポイント>
【重点事業】
2.健康なまちづくり創造プロジェクト
　(3)筋力アップのための運動教室
　　　の開催

単位当たりコスト　　　　（円）

事業の
目　標

単
位

1,465

奈良県特別調整交付金
６４２千円

単
位

人件費 （人工×8,000千円）

事 業 の コ ス ト 平成23年度（実績） 平成24年度（見込）

決算額又は決算見込額 （千円）

Ｈ24

Ｈ24
現計予算額

総事業費：人件費含む （千円）

特定財源の状況

増減額

事業の成果

従事職員数【人工】

当初予算額

国　費

県　費 642

H25予算額 1,465

根拠条例等

総合計画 基本計画　第２章　第１節　健康づくりの推進

　

その他

一般財源 823

市　債

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）①大人のための運動教室榛原
　　実施場所：　アクアグリーン榛原
　　実施日：　月４回
②男性の運動教室「メンズ貯筋」
　　実施場所：　ぬく森の郷
　　実施日：　月２回
　　（予算）
　・講師謝礼・・・480,000円
　・運動教室実施委託料等・・・984,360円

分担金

使用料

事業の目的

特定保健指導の一貫として、行政自ら運動教室を立ち上げ、積
極的支援対象者等を運動教室に参加させる事によって生活習慣
病予防、筋力アップの効果を高めることを目的とする。

1

保健事業費

項 1 保健事業費

8

細
目

2
健康総合対策事業
費

疾病予防費目

区分名区分 №

款

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

25 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

新規
事業
名 健康総合対策事業（筋力アップ運動教室）【再掲】

年度 会計 区分 所属
<2013> <7> <8-1-1-2> <101>

Ａ

Ｂ

Ａ－Ｂ

－216－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

備考

車社会の中、歩く事が少なくなった現代人に運動の楽しさを教
え、習慣を付けさせることで生活習慣病の予防と健康で明るい社
会を実現する。

活動指標の実績 140

活動指標名 参加者数

活動指標の算式 ―

<予算案のポイント>
【重点事業】
2.健康なまちづくり創造プロジェクト
　(4)健康ウォーキング大会の実施

人

単位当たりコスト　　　　（円） 5,836 3,822

事業の
目　標

177 197

0.08

人 219
単
位

▲ 41

奈良県特別調整交付金
　７０千円

640

単
位

人件費 （人工×8,000千円）

事 業 の コ ス ト 平成23年度（実績） 平成24年度（見込）

0.08

決算額又は決算見込額 （千円）

Ｈ24
201

Ｈ24
201現計予算額

総事業費：人件費含む （千円） 817

640

特定財源の状況

増減額

事業の成果

従事職員数【人工】

当初予算額

国　費

県　費 70

H25予算額 160

837

根拠条例等

総合計画 基本計画　第２章　第１節　健康づくりの推進

　

その他

一般財源 90

市　債

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）平成２５年度健康ウォーキング大会の開催
　実施予定日：　平成２５年４月１４日（日）

コース ： 宇陀市役所～宇陀川沿い～平尾～足立～芳野川沿
い～フレンドパーク
　（予算内訳）
　・指導講師謝礼　20,000円
　・大会啓発物品代　100円×２５０個＝25,000円
　・広報折り込みチラシ印刷代　5円×12,500枚×1.05＝65,625円
　・啓発パンフレット代・協力通知等　48,500円

分担金

使用料

事業の目的

大会に参加することで運動の習慣を身につけ、健康の保持・増進
を図り、医療費の抑制と福祉の向上に寄与することを目的とす
る。

1

保健事業費

項 1 保健事業費

8

細
目

2
健康総合対策事業
費

疾病予防費目

区分名区分 №

款

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

25 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 健康総合対策事業（健康ウォーキング大会）【再掲】

年度 会計 区分 所属
<2013> <7> <8-1-1-2> <101>

Ａ

Ｂ

Ａ－Ｂ

２２年度 ２３年度 ２４年度
（実績） （実績） （実績）

186人 140人 219人健康ウォーキング参加者
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平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

<7> <8-2--> <101>
年度 会計 区分 所属

25 国民健康保険事業特別会計

継続
事業
名 特定健康診査・特定保健指導事業

<2013>

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業
区分

区分名

事業の目的

健康診査の実施によりメタボリックシンドローム該当者及びその
予備群を早期に発見し、保健指導を行うことで、生活習慣病を予
防し、将来的な医療費の適正化と抑制を図ることを目的とする。 款 8

目

区分 №

項 2 特定健康診査等事業費

保健事業費

細
目

分担金

使用料

市　債

当初予算額

根拠条例等 高齢者の医療の確保に関する法律

総合計画 宇陀市国民健康保険特定健康診査等実施計画

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）平成２５年度の特定健康審査の受診率３０％を目ざし、下記の施
策を遂行する。
・電話や文書による受診勧奨
・節目年齢無料健診（新規）
・健診項目の充実・・・本来の基本健診項目に貧血検査と心電図
検査を追加（新規）
・歯周病検診の実施（新規）
・さらっとヘルシー料理教室の実施（新規）
・お早め健診（３５歳～３９歳）

国　費 3,618

県　費 10,712

事業の成果

その他 2,129

一般財源 4,726

H25予算額 21,185

Ｈ24
18,366

Ｈ24
18,366現計予算額

特定財源の状況

増減額 2,819

特定健診等負担金（国）
　　３，６１８千円
特定健診等負担金（県）
　　３，６１８千円
特別調整交付金（県）
　　７，０９４千円
集団健診受診者自己負担金
　　２，１２９千円

従事職員数【人工】 0.98

総事業費：人件費含む （千円） 25,756 25,802

人件費 （人工×8,000千円） 7,840 7,840

単
位

事 業 の コ ス ト 平成23年度（実績） 平成24年度（見込）

0.98

決算額又は決算見込額 （千円） 17,916 17,962

人 10,962
単
位

活動指標名 被保険者数

活動指標の算式 －

　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 2,350 2,354

事業の
目　標

備考

活動指標の実績 10,961

Ａ

Ｂ

Ａ－Ｂ

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４（見込）
対象者数 7,931 7,460 7,500
受診者数 1,691 1,740 1,900
受診率（法定報告） 22.9% 23.3% 25.3%
県平均受診率 23.8% 25.1%

対象者数 219 225 250

指導支援終了者数 62 66 75

指導支援終了率 28.3% 29.3% 30.0%

特

定

健

診

保

健

指

導
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平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 16,774 18,230

事業の
目　標

備考

　医療過疎地域における医療体制の充実
　高齢社会における安心･安全の地域づくりの推進

8,700
単
位

人

総事業費：人件費含む （千円） 141,856

－

患者数

活動指標の算式

活動指標名

159,000

奈良県保健施設整備事業補助金
　　　　　　　　　　　　　３，５９６千円
過疎債　　　　　　　　３，５００千円
一般会計繰入金　　１，９１７千円

活動指標の実績 8,457

事 業 の コ ス ト

決算額又は決算見込額 （千円） 141,856

平成23年度（実績）

単
位

平成24年度（見込）

事業の成果

158,600

158,600

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 400

特定財源の状況

その他

149,987

H25予算額

当初予算額
Ｈ24

158,600現計予算額

Ｈ24
158,600

県　費 3,596

市　債 3,500

一般財源

1,917

Ｈ25年度事
業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）　

分担金

使用料

国　費

事業の目的

国民健康保険法の規定に基づき、国民健康保険の被保険者等
住民に対し療養の給付を行うため、宇陀市国民健康保険直営診
療所を設置する。

過疎化・高齢化が進む医療過疎地域であり、交通の便も悪く総
合的な診療を行う宇陀市立病院に行くにも不便であるため、へき
地診療所において一次診療をおこない、早期に病気の原因を見
極めて、高度な医療が必要な場合は、宇陀市立病院と連携を図
り、早期治療が出来るよう医療体制の充実を促進する。
　また、往診等を行う事により、在宅医療の充実を図る。

款

総合計画 基本計画　第2章第2節　地域医療の充実

項

根拠条例等 宇陀市国民健康保険直営診療所条例・宇陀市国民健康保険直営診療所管理運営規則

細
目

目

区分 № 区分名

所管課 123 健康増進課 （健康福祉部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計（直診）予算

25 国民健康保険事業特別会計（直診）

事業
区分

継続
事業
名 宇陀市国民健康保険直営診療所事業

年度 会計 区分 所属
<2013> <13> <---> <123>

Ａ

Ｂ

Ａ－Ｂ

単位：千円

診 療 収 入 122,232 総 務 費 72,144
使用料及び手数料 700 医 療 費 85,404
県 支 出 金 3,596 公 債 費 1,192
繰 入 金 25,891 予 備 費 260
繰 越 金 1
諸 収 入 3,080
市 債 3,500

計 159,000 計 159,000

備品購入費(医療費)　7,193千円
田口診療所診療所Ｘ線装置更新

歳　　入 歳　　出

診療収入 112,755,822 円 104,790,775 円
使用料及び手数料 646,960 円 559,530 円
諸収入（除補助金等は除く） 2,588,019 円 1,882,449 円
その他 29,011,826 円 35,168,724 円

歳入合計 145,002,627 円 142,401,478 円

総務費 67,511,835 円 73,315,253 円
医療費 73,155,052 円 68,007,861 円
公債費 1,190,608 円 979,504 円
予備費 0 円 0 円

歳出合計 141,857,495 円 142,302,618 円

差引 3,145,132 円 98,860 円

患者数（東里） 4,343 人 3,971 人
患者数（田口） 4,114 人 4,749 人

計 8,457 人 8,720 人

Ｈ23 Ｈ22
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